
平
成
二
十
年
十
一
月
六
日
提
出

質

問

第

二

一

〇

号

前
航
空
幕
僚
長
の
自
衛
隊
法
お
よ
び
自
衛
隊
員
倫
理
法
違
反
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美

210



前
航
空
幕
僚
長
の
自
衛
隊
法
お
よ
び
自
衛
隊
員
倫
理
法
違
反
に
関
す
る
質
問
主
意
書

田
母
神
俊
雄
前
航
空
幕
僚
長
は
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
、
政
府
見
解
と
異
な
る
内
容
の
、
「
日
本
は
侵
略
国

家
で
あ
っ
た
の
か
」
と
題
す
る
懸
賞
論
文
を
応
募
し
て
い
た
こ
と
が
一
〇
月
三
一
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
「
防
衛
省
は
内
規
で
、
隊
員
が
職
務
に
関
す
る
意
見
を
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
発
表
す
る
際
、
文
書
で
上
司
に

届
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
空
幕
長
の
場
合
、
官
房
長
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
だ
が
関
係
者
に
よ
る
と
、
田
母
神
氏

は
論
文
を
『
職
務
に
は
関
係
の
な
い
、
個
人
的
な
研
究
内
容
の
結
果
を
投
稿
す
る
』
と
説
明
し
、
正
式
な
文
書
に
よ
る
連
絡
は

不
要
と
考
え
、
背
広
組
へ
の
連
絡
は
口
頭
で
済
ま
せ
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。
制
服
組
の
一
部
は
、
政
府
見
解
と
異
な
る
論
文

の
内
容
を
危
ぶ
み
、
田
母
神
氏
に
対
し
て
論
文
投
稿
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
水
面
下
で
説
得
を
続
け
た
が
『
個
人
的
な
持
論
』
と

い
う
主
張
に
押
し
切
ら
れ
た
。
」
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日
、
毎
日
新
聞
）

こ
れ
に
対
し
麻
生
首
相
は
、
「
個
人
的
に
出
し
た
と
し
て
も
立
場
が
立
場
だ
か
ら
適
切
じ
ゃ
な
い
」
（
一
一
月
二
日
、
毎
日

新
聞
）
と
発
言
し
て
い
る
。

自
衛
隊
員
倫
理
法
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

（
自
衛
隊
員
が
遵
守
す
べ
き
職
務
に
係
る
倫
理
原
則
）

一



第
三
条

自
衛
隊
員
は
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
国
民
の
一
部
に
対
し
て
の
み
の
奉
仕
者
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚

し
、
職
務
上
知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
国
民
の
一
部
に
対
し
て
の
み
有
利
な
取
扱
い
を
す
る
等
国
民
に
対
し
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
ず
、
常
に
公
正
な
職
務
の
執
行
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

自
衛
隊
員
は
、
常
に
公
私
の
別
を
明
ら
か
に
し
、
い
や
し
く
も
そ
の
職
務
や
地
位
を
自
ら
や
自
ら
の
属
す
る
組
織
の
た

め
の
私
的
利
益
の
た
め
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
自
衛
隊
法
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

（
政
治
的
行
為
の
制
限
）

第
六
十
一
条

隊
員
は
、
政
党
又
は
政
令
で
定
め
る
政
治
的
目
的
の
た
め
に
、
寄
附
金
そ
の
他
の
利
益
を
求
め
、
若
し
く
は

受
領
し
、
又
は
何
ら
の
方
法
を
も
つ
て
す
る
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
関
与
し
、
あ
る
い
は
選
挙
権
の
行
使
を
除
く

ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
政
治
的
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
「
政
治
的
目
的
」
「
政
治
的
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
四
節

政
治
的
目
的
及
び
政
治
的
行
為

（
政
治
的
目
的
の
定
義
）

二



第
八
十
六
条

法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
政
治
的
目
的
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
中
略
）

五

政
治
の
方
向
に
影
響
を
与
え
る
意
図
で
特
定
の
政
策
を
主
張
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
。
（
後
略
）

（
政
治
的
行
為
の
定
義
）

第
八
十
七
条

法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
政
治
的
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

政
治
的
目
的
の
た
め
に
官
職
、
職
権
そ
の
他
公
私
の
影
響
力
を
利
用
す
る
こ
と
。

二

政
治
的
目
的
の
た
め
に
寄
附
金
そ
の
他
の
利
益
を
提
供
し
、
又
は
提
供
せ
ず
、
そ
の
他
政
治
的
目
的
を
持
つ
な
ん
ら

か
の
行
為
を
し
、
又
は
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
代
償
又
は
報
酬
と
し
て
、
任
用
、
職
務
、
給
与
そ
の
他
隊
員
の
地
位
に

関
し
て
な
ん
ら
か
の
利
益
を
得
若
し
く
は
得
よ
う
と
企
て
、
又
は
得
さ
せ
よ
う
と
し
、
あ
る
い
は
不
利
益
を
与
え
、
与

え
よ
う
と
企
て
、
又
は
与
え
よ
う
と
お
び
や
か
す
こ
と
。

三

政
治
的
目
的
を
も
つ
て
、
賦
課
金
、
寄
附
金
、
会
費
若
し
く
は
そ
の
他
の
金
品
を
求
め
、
若
し
く
は
受
領
し
、
又
は

な
ん
ら
の
方
法
を
も
つ
て
す
る
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
関
与
す
る
こ
と
。

ま
た
、
自
衛
隊
員
は
入
隊
時
に
「
服
務
の
宣
誓
」
を
行
っ
て
い
る
（
宣
誓

私
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
自
衛
隊

三



の
使
命
を
自
覚
し
、
日
本
国
憲
法
及
び
法
令
を
遵
守
し
、
一
致
団
結
、
厳
正
な
規
律
を
保
持
し
、
常
に
徳
操
を
養
い
、
人
格
を

尊
重
し
、
心
身
を
鍛
え
、
技
能
を
磨
き
、
政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
、
強
い
責
任
感
を
も
つ
て
専
心
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、

事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
つ
て
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

〈
自
衛
隊
法
施
行
規
則
第
三
九
条
〉
）
。

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
の
当
該
行
為
は
、
自
衛
隊
員
の
政
治
的
行
為
を
厳
し
く
制
限
し
た
自
衛
隊
法
な
ど
に
違
反
す
る
可
能

性
が
高
い
。
政
府
の
見
解
を
大
至
急
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

懸
賞
論
文
へ
の
投
稿
に
つ
い
て

�

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
は
、
「
航
空
幕
僚
長
」
の
肩
書
き
で
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
投
稿
し
、
「
懸
賞

金
三
〇
〇
万
円
・
全
国
ア
パ
ホ
テ
ル
巡
り
ご
招
待
券
」
を
受
け
取
っ
た
こ
と
は
事
実
か
。
そ
れ
は
い
つ
の
時
点
か
。
そ
の

こ
と
を
日
本
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。

�

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
が
当
該
論
文
を
投
稿
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
政
府
に
対
し
文
書
で
の
届
出
・
連
絡
が
な
か
っ
た

の
は
事
実
か
。
こ
れ
は
内
規
違
反
に
相
当
す
る
か
。
日
本
政
府
は
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



�

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
が
当
該
論
文
を
投
稿
す
る
に
あ
た
り
、
従
来
の
政
府
見
解
と
異
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
日
本

政
府
は
事
前
に
知
っ
て
い
た
か
。
知
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
を
解
任
さ
せ
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
。

�

「
航
空
幕
僚
長
」
の
肩
書
き
で
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
投
稿
し
、
「
懸
賞
金
三
〇
〇
万
円
・
全
国
ア
パ

ホ
テ
ル
巡
り
ご
招
待
券
」
を
受
け
取
っ
た
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
の
行
為
は
、
自
衛
隊
員
倫
理
法
第
三
条
第
二
項
に
反
す

る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
衛
隊
員
倫
理
法
違
反
に
該
当
す
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
処
罰
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
か
。

�

「
航
空
幕
僚
長
」
の
肩
書
き
で
、
政
府
見
解
と
異
な
る
懸
賞
論
文
を
発
表
し
た
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
の
「
政
治
的
目

的
」
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
第
八
十
六
条
第
五
号
に
該
当
す
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
衛
隊
法
違
反
に
該
当
す
る
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
処
罰
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
か
。

�

「
航
空
幕
僚
長
」
の
肩
書
き
で
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
投
稿
し
、
「
懸
賞
金
三
〇
〇
万
円
・
全
国
ア
パ

ホ
テ
ル
巡
り
ご
招
待
券
」
を
受
け
取
っ
た
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
の
「
政
治
的
行
為
」
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
第
八
十
七

条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
衛
隊
法
違
反
に
該
当
す
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
処
罰
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
か
。

五



�

「
航
空
幕
僚
長
」
の
肩
書
き
で
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
投
稿
し
、
「
懸
賞
金
三
〇
〇
万
円
・
全
国
ア
パ

ホ
テ
ル
巡
り
ご
招
待
券
」
を
受
け
取
っ
た
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
の
「
政
治
的
行
為
」
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
第
八
十
七

条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
衛
隊
法
違
反
に
該
当
す
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
処
罰
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
か
。

�

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
は
、
自
衛
隊
入
隊
時
に
「
服
務
の
宣
誓
」
を
行
っ
て
い
る
か
。
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
航
空
幕
僚
長
」
の
肩
書
き
で
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
投
稿
し
、
「
懸
賞
金
三
〇
〇
万
円
・
全
国
ア
パ
ホ

テ
ル
巡
り
ご
招
待
券
」
を
受
け
取
っ
た
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
の
「
政
治
的
行
為
」
は
、
「
服
務
の
宣
誓
」
が
禁
じ
る

「
政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
」
に
該
当
す
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
処
罰
が
行
わ
れ
る
べ
き
か
。

�

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
が
、
他
の
隊
員
に
対
し
て
当
該
懸
賞
論
文
に
応
募
す
る
よ
う
勧
め
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。
あ

る
と
す
れ
ば
、
自
衛
隊
法
施
行
令
が
定
め
る
「
政
治
的
目
的
」
「
政
治
的
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
処
罰
が
行
わ
れ
る
べ
き
か
。

二

麻
生
首
相
の
発
言
に
つ
い
て

�

具
体
的
に
何
が
「
適
切
」
で
な
い
の
か
。
論
文
を
出
し
た
こ
と
か
、
論
文
の
出
し
方
か
、
そ
の
内
容
か
。
内
容
で
あ
る

六



と
す
れ
ば
、
ど
の
部
分
が
「
適
切
」
で
な
い
の
か
。
麻
生
首
相
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
航
空
幕
僚
長
」
の
肩
書
き
で
、
民
間
企
業
が
主
催
す
る
懸
賞
論
文
に
投
稿
す
る
こ
と
は
、
「
個
人
的
立
場
」
で
行
っ

た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
か
。
麻
生
首
相
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
が
何
ら
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
「
定
年
退
職
」
し
た
こ
と
を
、
麻
生
首
相
は
事
前
に
了
承
し

た
の
か
。
そ
う
で
な
い
な
ら
、
何
ら
か
の
処
分
の
必
要
性
を
防
衛
省
に
伝
え
て
い
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


